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①日本の英語教育が目指すもの	

・児童、生徒を単に「言語学習者」にとどめるのではなく、コミュニケーショ
ンが可能な「言語使用者」へと育成すること。 

 

・ことばは単に知識として覚えるだけのものではなく、実際にツールとして使
うものであり、言語を学ぶゴールとは、学習することだけでなく実際に使用す
るものである。 

	



②語彙学習の重要性	
・英語を「聞く」	「読む」「話す」「書く」の活動をする際に，どの技能を考えてもその中心
となるのは語彙知識である。 

・語彙学習に関しては，その他の学習と違い体系的なカリキュラムが組まれておらず，教師の裁
量と学習者の努力にかなりの部分が任されている。 

 

〇次期学習指導要領(中学校)より 

・「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の4技能の総合的な育成を目指す 

・コミュニケーションでの豊かな表現を可能にし、コミュニケーションを内容的にも一層充実し
たものにするためには語彙数の増加が必要 

→指導する語数が「900語程度まで」から「1200語程度まで」に増加 

 

⇒語彙学習の重要性 



③読解に必要とされる語彙数	

・英語学習者を対象とした研究では読解の際
の閾値を5000語レベルとするものが多い。 
・日本人英語学習者を対象とした研究でも安
定した読解力のためには5000語レベルの語
彙力が求められるとの結果が出ている。 

〇文部科学省ホームページより 
・普通高校卒業段階での語彙レベルは3000語としている。 
 
⇒中学高校の教科書で学ぶ3000語レベルの語彙では足りない、「言語学習者」で留まる可能性が高い 
	



④研究の最終的な目標	
〇言語使用者になるための基盤は語彙習得 
 
〇生徒各々の目指すレベルは異なるが、少なくとも現在の中学高校の英語指導では5000語レベルの語
彙までカバーできていないのが現状である。 

 
〇今回は安定した読解に必要とされる5000語レベルの語彙を基準とする。 
 

〇現在使われている教科書で5000語レベルの語彙には含まれていないものを調べる 
 
→結果をもとに現在使用されている教科書では不足していると考えられる語彙を収集し、それらをま
とめて語彙教材のサンプルを作成 
 
→中学校で英語を学び始めてから高校で学び終えるまで、生徒が長期にわたって移動時間や空いた時
間を利用して手軽に使用できる教材の作成を最終目標とする。	



⑤使用するツール、教科書、比較する語彙集	

〇使用するツール 

・AntConc 

 

〇使用する教科書 

・中学、高校それぞれ採択率の高い教科書を採用 

　<中学>→New Horizon 1~3年生 

　<高校>→Crown 1~3年生 

 

〇比較する語彙集 

・5000語レベルの語彙が学べる参考書を採用 

　DataBase 5500 

 

	



⑥研究手順	
①教科書のデータ収集 

②Database 5500をコピーしてOCR化する 

③OCR化したデータで分析の妨げになるもの(文字化けなど)を除去する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④AntConcを使って①と②の語彙リストを作成 

⑤④をもとにWordで語彙リストを比較する 

⑥⑤によって教科書で欠けている語をまとめる 

⑦⑥でまとめたものをもとに補助教材サンプルを作成	



⑦AntConcで教科書の語彙リスト作成	
〇Word List機能を利用 

＊Word List:対象ファイルの中の語を頻度順、アルファベット順に見ることができる。	

このままだと語形が異なっ
ているとすべて異なる語と
して扱われるので、リスト
をレンマ化する必要がある。	



〇レンマ化：HPよりレンマリスト(ハイフンを含まないもの)を入手	



⑧	AntConcでDataBase5500の語彙リストを作
成	

〇OCR化が済み、文字化けなどを除去したファイルをAntConcに入れた結果	

上手くゴミを取り除けて
いない部分もありますが、
特に分析に支障はないと

判断しました。	



⑨2つの語彙表を比較する	
・Wordの校閲の中にある比較機能を利用して教科書と参考書の語彙リストを比較を試みた。 

	

左端の「挿入」＝教科書にはなく
参考書にはある語彙 

左端の「削除」＝参考書にはなく
教科書にはある語彙 

右の赤い縦棒の右側にある語彙＝
「挿入」された語彙 
を意味しています。 



(ⅰ)「削除」された語彙(=参考書にはないが、教科書にある語彙)は主に“名詞”が中心であった。 

・人名 

(例) Aki Akira Akutagawa Aragaki Amano Ando Arita Atsushi Aya Erika Hiro Hiromi Hiroshi Ikeda Ito Miho Albert Alice 
Alex Andy David Ellen James Richard	等 

・国名 

(例) Australia Brazil Canada Flance Italy Korea Mongol Myanmmar Nepal Spain 等 

・場所の名前 

(例) Bangkok Beijing Chiba Fukui Fukuoka Ginza Harajuku Shibuya 等 

・職業 

(例) astronaunt baker carpenter chef dancer newscaster 等 

・スポーツ 

(例) badminton baseball basket football golf judo soccer 等 

・その他 

(例) asagao bijutsukan bonsai hiragana kabuki kotatsu onigiri ramen sakura shinkansen  等 

 

⇒教科書は様々な人名や固有名詞を用いることで生徒が英語に親しみやすいようにしているのではないか？ 

⑩教科書と参考書の語を比較していて気付いた
こと(3点)	



(ⅱ)「挿入」されている語を観察すると教科書では派生語や関連語があまり記載されていないよう
に感じる。以下に例を示す。 

 
教科書にある語彙	 「挿入」：教科書にはない語彙	

accident 	 accidental, accidentally	

accord 	 accordance	

benefit 	 beneficial	

character 	 characteristic	

democracy 	 democratic	

effect 	 effectively	

govern	 governor	

impossible 	 impossibility	



 

(ⅲ)「挿入」と「削除」されている語彙に着目し、お互いにない語彙をみてみると、教科書の方が派生
語や関連語が多く載っている語彙もいくつかあった。以下にいくつか例を取り上げてみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒当初は教科書のみ語彙が不足しているのではないかと考えていたが、参考書にももっと取り上げるべ
きだと感じる語彙があることも分かった。よって、参考書から教科書のみでは補いきれない部分を取り
入れつつも、教科書の語彙も活かしたサンプルを作成することを試みた。 

 

 

	

「挿入」：教科書にはなく参考書には
ある語彙	

「削除」：参考書にはなく教科書にあ
る語彙	

ecologist, economical	 ecofriendly, economically, 
economist, economics 

effectively, efficiency	 efficiently	

glacial	 glacier 

globalism, globalization	 globalize, globalized	

literal, literally, literate	 literature	

nationalism	 nationally, nationality	

Intense, intensify, intensity	 intensely	

「削除」した語彙もい
かせばよりよい補助教
材サンプルが作れるの

では…？	



⑪補助教材サンプル(考察ⅱを通して)　	 その単語を覚え
られたかどうか
一目でわかるよ

うに	

自分で書き込め
るスペースを設

ける	

上部＝英語のみで語
彙を学べるように。
英語で語彙を学びた
い生徒や、英語に少
しでも多く触れたい

生徒向け。	

少しでも記憶に残
るよう単語にまつ
わる情報を	

下部＝日本語を中心に
語彙が学べる。英語が
苦手な生徒や初級レベ
ルの英語学習者でも語
彙学習できるように	

例文は２、または３つ
載せるようにし、意味
が読み取りやすいもの

を採用	

マーカーを引きやす
いように無理に文字
を色付けしない	



補助教材サンプル(考察ⅲを通して)	

復習もかねて一冊
で学べる派生語や
関連語がより増え

る	

青線＝「挿入」さ
れた語彙 

赤線＝「削除」さ
れた語彙	

参考書で「削除」さ
れていた語も取り入
れることで学習語彙
への抵抗を減らせる

ように	



補助教材サンプル(その他の特徴)	

似たような意味の単
語の区別の仕方を載

せる	
単語を視覚的に学べ
るように画像も添付	



⑫実際の使用例	

・通学時間の電車の中や、親
の送り迎えを待つ間、休み時
間など隙間の時間で補助教材
を使うことで語彙学習を支援
できれば良いと考える。	

・中学生の時から使用するこ
とで高校卒業までに5000語
レベルの語彙をカバーするこ
とを目的とする。 



⑬今回の問題点	
①中高の教科書の選別方法 

・中学、高校の教科書にはNew HorizonやCrown以外にもCOLLUMBUSやONE WORLDなど多く
の物が存在する。 

→中学高校の教科書の組み合わせ方は何通りも存在し、組み合わせ方によって習得できる語彙レ
ベルは大きく異なってくる。 

 

②参考書の選別方法 

・5000語彙レベルの語を学べる参考書は他にも多数存在する。 

・どういう基準で語彙が選ばれているかは明確ではない。 

→	何を基準として5000語彙レベルの語彙と決定しているのかも不明確、参考書ごとにその基準
は異なっている。 

 

⇒今回作成した補助教材サンプルは、中学高校でNew Horizon 、Crownを使用する学生には効
果が期待できるかもしれないが、これらの教科書を使用していない生徒への学習効果はあまり期
待できない。 

 

 

 

	



⑭参考文献	
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<補助教材作成に当たり参考にした辞書> 

〇ジーニアス英和辞典	第4版 

〇ロングマン現代英英辞典[5訂版]	



ゼミ論に取り組むに当たり、色々と助言をしてくださった投野先生を
はじめ相談に乗ってくださった川本さん、ゼミ生の皆さんありがとう

ございました。 


